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■ 授業情報/Course Information

授業外学修
Study Required outside Class

時間の半分は演習に充てるので、EXCELの簡単な経験があることが望ましいが、講義中でも解説する。初心者、未修者も安心して参加して
ほしい。近辺に解決したい問題があれば事前に整理しておいてください。

第１４回
Session 14

１４.ベイズの定理
（2）応用例(マーケティング等)

第１３回
Session 13

１３.ベイズの定理
（1）情報による確率の変化

第１２回
Session 12

１２.推定と検定
（3）様々な応用例

第１１回
Session 11

１１.推定と検定
（2）平均と分散、確率分布

第１０回
Session 10

１０.推定と検定
（1）信頼区間、仮説検定

第９回
Session 9

９.アンケート、抜き取り検査
方法と留意点、必要なデータ数

第８回
Session 8

８.様々な確率分布
分布の特徴、大数の法則と中心極限定理

第７回
Session 7

７.回帰分析
（2）応用問題

第６回
Session 6

６.回帰分析
（1）基本的アプローチ

第５回
Session 5

５.モンテカルロ・シミュレーション
（2）応用問題と留意点

第４回
Session 4

４.モンテカルロ・シミュレーション
（1）具体的方法と留意点

第３回
Session 3

３.２組のデータの関係
　共分散、相関係数

第２回
Session 2

２.データのまとめ方と表現法
平均と分散、グラフ化することによる現象の把握

第１回
Session 1

１.イントロダクション
統計学によって得られるもの

検索キーワード/Keywords 平均とばらつき　推定　仮説検定　サンプリング　回帰分析　ベイズ定理　モンテカルロ・シュミレーション

授業計画
Topic

授業外学修
Study Required Outside Class

到達目標（英文）
Learning Goals

Students will be able to do the following:
・collect data themselves and analyze it using Excel
・understand and use key statistical methods
・adopt appropriate statistical methods according to the needs of strategy formulation

授業の概要・背景
Course Outline

日々生まれる膨大なデータを適切に処理し価値ある情報に変えていくことは企業経営者が正しい意思決定を行う前提である。採取できる
データの質量は飛躍的に増えており、情報への転換が最大の課題となっている。これはある種の技術であり、授業では基本から体系的に学
ぶこととする。

授業方法
Course Format

ZOOMを利用した同時双方向型オンライン授業とする。
そこで用いる資料、演習問題を事前にLUNAに掲載する。また、授業後に録画ビデオを提供する。ところで、統計学では理解するだけでなく、
自ら活用できることが特に重要であるので、講義の進め方は実際のデータやケースを用いた演習形式とする。題材も受講者の状況、希望に
合わせた身近なテーマを取り上げる。

授業目的/Course Purpose
大量の観測データから真の値を推定したり、戦略における情報の果たす役割、ベイズ理論について学ぶ。また、複数事象の因果関係を特定
するためには、回帰分析や仮説検定等の手法が有効であり、それらを使いこなせるようにする。その他、シミュレーション手法を会得する。

授業目的（英文）
Course Purpose

This course will help students to estimate value from a large amount of observation data and to understand the role of information in
management strategy and Bayesian theory. Furthermore, students can learn regression analysis, hypothesis testing, and simulation.

到達目標/Learning Goals
自らデータを採取し、EXCELを用いた分析処理ができること。統計学の主要なメニューについて理解し、戦略策定や分析のニーズに応じて適
切な方法を採用できる。

授業形態
Course Implementation Format

同時双方向型オンライン授業/Online format: Simultaneous and two-way

授業形態（オンライン受講許可学生）
Course Implementation Format (For
Students permitted to take classes
online)

同時双方向型オンライン授業/Online format: Simultaneous and two-way

担当者/Instructor 甲斐　良隆(KAI YOSHITAKA)

履修基準年度
Standard Year for Registration

１年

主な教授言語/Language of Instruction 日本語／Japanese

管理部署/Administrative Department 経営戦略研究科／Institute of Business and Accounting

【科目ナンバー】授業名称
【Course Number】Class Title

【500】統計学　３／Statistics

単位数/Credit 2 履修期/Term 秋学期前半／Fall (1st Half)

シラバス/Syllabus

授業コード/Class code 97105003 開講キャンパス/Campus
大阪梅田キャンパス／Osaka Umeda
Campus

授業開講年度/Academic Year 2023年度



■ 教室情報/Classroom Information

2 2023年度 秋学期前半／Fall (1st Half) 木曜７時限 秋学期前半／Fall (1st Half) ＯＣ１４０５

1 2023年度 秋学期前半／Fall (1st Half) 木曜６時限 秋学期前半／Fall (1st Half) ＯＣ１４０５

項番
No.

履修年度
Year

開講期
Term Offered

曜時
Day and Period

使用開講期
Term for Classroom Use

教室情報
Classroom

更新日時/Date of Update 2023年01月13日　11時55分58秒

成績評価
Grading

種別 Type 割合 Percentage 評価基準等 Grading Crireria etc.

平常リポート／Individual
reports(04)

70% 講義終了以降にレポート試験：設問に対する正解率及び質的レベル

その他／Others(99) 30% 授業への参画度

学生による授業評価の方法
Course Evaluation by Students

授業中実施

学位授与の方針との関連
Relationship to Diploma Policy

各授業科目は、各学部・研究科の定めるディプロマ・ポリシー（DP）・カリキュラム・ポリシー（CP）に基づき、カリキュラム上に配置されていま
す。
DP・CPを意識して本授業科目の学修を進めることで、各学部・研究科の期待する能力が養成されます。
各学部・研究科のDP、CPや教育課程表（授業科目一覧等）は、下記リンクこちらに掲載していますので学修計画の参考にしてください。
https://kwic.kwansei.ac.jp/cabinet/reference?typeCd=0&cabinetId=557&directLink=1
※kwicへのリンクとなります（在学生のみ閲覧可）

参考書/Reference books

著者名：吉田耕作　　タイトル：直感的統計学　　発行所：日経BP社　　出版年：　　ＩＳＢＮ：

著者名：マンスフィールド　　タイトル：統計学入門上下　　発行所：多摩出版　　出版年：　　ＩＳＢＮ：

著者名：クリッツマン　　タイトル：数量分析入門　　発行所：日本経済新聞社　　出版年：　　ＩＳＢＮ：

著者名：前田祐治翻訳　　タイトル：ビジネス統計学　　発行所：丸善　　出版年：　　ＩＳＢＮ：




